
みんなで生きるまち・額

金沢市立額小学校　５年

       SDGs③　すべての人に健康と福祉を　                    



私たちが住んでいる額小校区には・・・

赤ちゃん、子ども、大人、高齢者、外国籍の方、身体

の不自由な方など、

様々な人が共に生活をしています。



年れいや性別、言語、障がいの有無を問わず、

すべての人が過ごしやすくなる ようなまちを

目指したい。



SDGsの目標とのつながり

生きているすべての人が、健康で
幸せな生活を過ごし続けられるよう
なまちを目指す。



高齢者や身体の不自由な方々の生活を知るために･･･



高齢者疑似体験
細かい作業がしづらい。
ゴーグルを付けた時も、視界がせまくな
り、いつもの景色と違う。
普段よりも注意深く行動しなければいけ
ない。

立っているだけでも疲れる。
介助者は相手の人の気持ちを考えて、
声をかけたり、誘導したりすることが
大切。



車いす操作体験

ふだんは何気なく歩
いている場所でも、
車いすだと困ることが
ある。

まち中では、
車いすで走行するのはとても大変。



車いす介助体験

車いすの介助をされる人は急
な動きがあるとびっくり！
だから介助するときには、
「今から前を持ち上げますよ」と
先に伝えた方が親切。



これらの体験を通して分かったこと

いつも何気なくしている動作でも、高齢者や身体の

不自由な人にとっては大変なこともある と分かりまし

た。

介助すること、助けることの難しさにも気付きました。



バリアフリー体験住宅　
　　　　ほっとあんしんの家見学

バリアフリーとは

　障がいのある人が社会生活をしていく上で
　障壁（バリア）となるものを除去すること

　

出典　総務省　バリアフリーとユニバーサルデザイン　「石川県リハビリテーションセンター」



文房具歯ブラシ

キッチン トイレ お風呂

バリアフリー体験住宅　
　　　　ほっとあんしんの家見学



見学を通して分かったこと

高齢者や障がいのある方

でも、工夫をこらすことで

不便さを感じずに生活を

送ることができるのだと

分かりました。



見学を通して分かったこと

高齢者や障がいのある方

だけでなく、だれにとっても

生活しやすくなる ような

ユニバーサルデザインでも

あると気付きました。



パラスポーツ・ボッチャの体験

　ボッチャは、ルールがかんたん。
　運動の得意、不得意に関係なく、
　だれとでも一緒に楽しむことができる。
　



体験を通して分かったこと

だれとでも楽しめることで、すべ

ての人が幸せな気持ちになると

思います。

それが、パラスポーツのよさ だ

なと思いました。



わたしたちが学んだこと

・相手の苦手なことや困っていることを理解し、

　自分たちができることを考える必要があること。

・バリアフリーやユニバーサルデザインのおかげで

　多くの人が生活しやすくなること。

・パラスポーツには、すべての人が楽しめるルール

　や場の工夫があること。



私たちができること

・大変さを知ったからこそ、自分たちもできることを

　していきたい。

・相手のこと、立場を考えて生活を送っていきたい。
そのためには・・・

　人との関わりを増やし、大切にしていく



私たちができることを推進していくことで･･･

自分だけでなく、すべての人の
よりよい未来を創っていくことに
つながる

富山・金沢こどもサミット　宣言書


